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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 
Ⅲ学校教育・生涯学習の推

進 

事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

スポーツ協会・スポーツ少年団は、市が補助金を

支出する組織であり、団体は主体性・自主性を持

って活動する必要があります。現在、会議の開催

や事業運営全般を市の事務局が行っている状況で

すが、行政任せではなく、団体自らが率先して自

主運営を行うことが重要です。少子高齢化や市外

のクラブチームへの登録増加などを背景に、今後

も登録者数の減少が予想されるため、新たな施策

を各団体で検討していく必要があります。 

各種スポーツ団体が主体的に活動を展開し、互い

に交流し合うことで、スポーツを通じた活力ある

地域づくりを進めていきます。 

 

①スポーツ協会は、主体的にスポーツの普及・推

進を図り、市民の健康増進と体力向上に努め、明

るく豊かなまちづくりに貢献できるよう支援して

いきます。 

 

②スポーツ少年団は、主体的に青少年の心身の健

全な育成を目的としたスポーツ振興を進めるよう

支援していきます。 

施策の目標 
２生涯を通じた学習活動を

促進する 

施策 ２スポーツ振興 

施策内容 
スポーツ指導者・活動団体

の支援 

その他，根拠法令 

及び分野別計画等 
スポーツ基本法 

事務事業名 スポーツ団体支援事業 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ６予算額 Ｒ６決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ６活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 

Ｒ６実績値 Ｒ８目標値 

チャリティーゴルフ大会

（スポ協） 

（Ｒ６・７・８） 

在住及び在勤参加のチャリティーゴル

フ大会 
参加人数（人） 

150 160 70 
千円 

70 
千円 137 160 

地区対抗ゴルフ大会

（スポ協） 

（Ｒ６・７・８） 

在住及び在勤参加の地区対抗ゴルフ大

会 
参加地区（地区） 

26 26 100 
千円 

100 
千円 21 26 

スポーツプレス発行 

（Ｒ６・７・８） 
市内のスポーツイベントの連載 発行（回） 

1 1 340 
千円 

181 
千円 1 1 

ジュニアリーダー研修

会（スポ少） 

（Ｒ６・７・８） 

団員の自立性・行動力を身につけ，今

後下級生の手本となる人材を育てる 
参加人数（人） 

50 60 350 
千円 

350 
千円 44 60 

近隣駅伝大会 

（スポ少） 

（Ｒ６・７・８） 

近隣スポーツ少年団員の親睦・融和を図

ると共に、心身の健康増進と明朗な活動

力を養い、社会教育に寄与する 

参加チーム（チー

ム） 

23 25 300 
千円 

300 
千円 21 30 

指導者講習会 

（スポ少） 

（Ｒ６・７・８） 

指導者及び保護者に対し、指導の資質

向上と指導活動の充実をはかる 
参加人数（人） 

30 40 100 
千円 

100 
千円 27 50 

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ６実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

スポーツ協会専門部数 34専門部 34専門部 
スポーツ協会の加盟人数が毎年減少している

現状を踏まえ、新規事業として加盟人数の増

加を目指す取り組みを試みましたが、思うよ

うに進展しませんでした。しかし、引き続き活

気のある協会を目指して、今後の施策をさら

に検討し、実行していきます。 

スポーツ少年団事業では、コロナ以前の形態

に戻し、ジュニアリーダー研修会を開催しま

した。これにより、ジュニアリーダーたちが再

び対面での交流を深め、活動に必要なスキル

や知識を学ぶ機会を提供しました。 

☒コスト ☒活動 ☒成果 ☐その他 

今後の方向性 

スポーツ少年団単位団

数 
30単位団 25単位団 

スポーツ協会では、指導者の役割が重要であ

るため、各競技団体の指導者育成と体制づく

りを進める必要があります。また、加盟団体や

会員の増加を目指し、協会の役割を見直すこ

とが求められます。スポーツ少年団は少子化

により団員の減少が顕著であり、団体数維持

のためには加入促進 PRが重要です。現行事業

を継続しつつ、PR活動を強化します。さらに、

スポーツ協会とスポーツ少年団は、新たな種

目の加盟促進を図り、市として幅広い競技種

目を体験できる環境を整備していきます。 

新種目スポーツ団体加

盟数（スポ協） 
3専門部 0専門部 

新種目スポーツ団体加

盟数（スポ少） 
3単位団 0単位団 

   

 


